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五
回
に
わ
た
り
警
察
署
駐
車
場
等
に
て
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
破
裂
さ
せ
一
名
を
負
傷
さ
せ
た
場
合
に

つ
い
て
、
激
発
物
破
裂
罪
等
の
成
立
を
認
め
懲
役
一
八
年
を
言
い
渡
し
た
事
例
（
札
幌
連
続
ボ

ン
ベ
爆
発
事
件
第
一
審
判
決
）

札
幌
地
裁
平
成
二
八
年
三
月
一
一
日
判
決
（
控
訴
）

（
平
二
六
（
わ
）
三
九
六
号
：
住
居
侵
入
、
激
発
物
破
裂
、
建
造
物
侵
入
、
現
住
建
造
物
等
放
火
、
現
住
建
造
物
等

放
火
未
遂
、
窃
盗
被
告
事
件
）

（
判
例
集
未
登
載
）

神

元

隆

賢

【
事
実
の
概
要
】

被
告
人
（
当
時
五
一
歳
）
は
、
平
成
二
五
年
一
一
月
二
七
日
か
ら
同

年
一
二
月
二
日
ま
で
の
間
、
四
回
に
わ
た
り
、
札
幌
市
北
区
内
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
四
店
舗
に
お
い
て
年
賀
は
が
き
約
一
、九
一
二
枚

（
販
売
価
格
合
計
約
一
九
万
五
、三
五
二
円
）を
窃
取
し
た（
窃
盗
事
件
）。

被
告
人
は
札
幌
方
面
北
警
察
署
（
以
下
「
北
警
察
署
」）
に
所
属
す
る

警
察
官
が
行
っ
た
窃
盗
事
件
等
へ
の
捜
査
に
対
す
る
不
満
等
か
ら
、
同
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署
及
び
同
署
に
所
属
す
る
警
察
官
ら
へ
の
恨
み
を
募
ら
せ
、

（
一
)
平
成
二
六
年
一
月
二
七
日
、
札
幌
市
北
区
の
北
警
察
署
駐
車
場

に
お
い
て
、
駐
車
中
の
同
署
職
員
使
用
の
普
通
乗
用
車
後
部
付
近
の
雪

面
に
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
（
以
下
「
ガ
ス
ボ
ン
ベ
」）
三
本
、
着
火
剤

及
び
ろ
う
そ
く
等
を
置
き
、
こ
れ
に
火
を
放
ち
、
燃
え
上
が
っ
た
炎
の

熱
に
よ
り
ガ
ス
ボ
ン
ベ
二
本
を
順
次
破
裂
、
爆
発
さ
せ
、
よ
っ
て
、
同

車
の
リ
ア
バ
ン
パ
ー
等
を
損
壊
（
損
害
見
積
額
二
〇
万
四
、九
九
二
円
）

す
る
と
と
も
に
公
共
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
（
第
一
事
件
）、

（
二
)
同
年
二
月
二
〇
日
、
札
幌
市
北
区
の
大
型
量
販
店
に
正
面
出
入

口
か
ら
侵
入
し
、
同
店
二
階
靴
売
り
場
に
お
い
て
ガ
ス
ボ
ン
ベ
二
本
及

び
コ
ッ
ト
ン
等
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
上
に
固
形
燃
料
等
を
乗
せ
た

も
の
を
商
品
陳
列
棚
の
奥
に
置
き
、
こ
れ
に
火
を
放
ち
同
店
を
焼
損
し

よ
う
と
し
た
が
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
作
動
し
て
放
水
を
行
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
陳
列
さ
れ
て
い
た
商
品
及
び
そ
の
紙
箱
を
焼
損
さ
せ
た

に
と
ど
ま
り
（
第
二
事
件
）、

（
三
)
同
年
三
月
一
八
日
、
札
幌
市
北
区
の
大
型
ス
ー
パ
ー
の
立
体
駐

車
場
に
駐
車
場
入
口
か
ら
自
己
が
使
用
す
る
普
通
乗
用
車
を
運
転
し
て

侵
入
し
、
同
駐
車
場
に
駐
車
中
の
普
通
乗
用
車
後
部
付
近
の
床
面
に
ガ

ス
ボ
ン
ベ
二
本
及
び
着
火
剤
等
を
置
き
、
こ
れ
に
火
を
放
ち
、
ガ
ス
ボ

ン
ベ
二
本
を
順
次
破
裂
、
爆
発
さ
せ
、
同
車
の
リ
ア
バ
ン
パ
ー
ア
ッ
セ

ン
ブ
リ
ー
等
を
損
壊
（
損
害
見
積
額
五
五
万
六
、二
〇
〇
円
）
す
る
と
と

も
に
公
共
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
（
第
三
事
件
）、

（
四
)
同
年
三
月
二
七
日
、
札
幌
市
北
区
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
男
子

ト
イ
レ
内
に
侵
入
し
、
大
便
用
個
室
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
五
本
、
着
火
剤
、

画
び
ょ
う
数
十
個
等
を
置
き
、
こ
れ
に
火
を
放
ち
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
五
本

を
順
次
破
裂
、
爆
発
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
火
を
ト
イ
レ
の
壁
な
ど
に
燃
え

移
ら
せ
、
ト
イ
レ
及
び
ト
イ
レ
共
用
部
分
を
焼
損
（
焼
損
床
面
積
合
計

約
三
四
･七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
一
名
を
頭
部
へ
の
や
け
ど
に
よ
り
負

傷
さ
せ
（
第
四
事
件
）、

（
五
)
同
年
四
月
三
日
、
札
幌
市
北
区
の
人
が
現
住
す
る
警
察
公
宅
に

出
入
口
か
ら
侵
入
し
、
一
階
階
段
踊
り
場
に
お
い
て
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
五

本
、
着
火
剤
、
釘
約
二
、〇
〇
〇
本
等
を
置
き
、
こ
れ
に
火
を
放
ち
、
ガ

ス
ボ
ン
ベ
三
本
を
順
次
破
裂
、
爆
発
さ
せ
、
警
察
公
宅
出
入
口
の
引
き

戸
の
窓
ガ
ラ
ス
等
を
損
壊
（
損
害
額
合
計
三
三
万
六
、五
二
八
円
相
当
）

し
た
（
第
五
事
件
）。

第
一
な
い
し
第
五
事
件
の
犯
行
当
時
、
す
べ
て
の
現
場
に
被
告
人
が

い
た
こ
と
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
記
録
で

明
ら
か
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
一
な
い
し
第
五
事
件
で
は
、
北
警
察

署
や
報
道
機
関
当
て
に
五
通
の
犯
行
声
明
文
（
以
下
「
犯
行
声
明
文
一
」

な
い
し
「
五
」）
が
送
付
ま
た
は
遺
留
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
被
告
人
方
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の
寝
室
の
押
入
れ
の
布
団
の
間
か
ら
は
、犯
行
声
明
文
五
通
を
作
成
し
、

送
付
ま
た
は
遺
留
す
る
際
に
使
用
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
ノ
ー
ト
、
封

筒
、
ゴ
ム
印
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
、
犯
行
声
明
文
五
の
続
き
の
番
号
が
付

さ
れ
た
書
き
か
け
の
犯
行
声
明
文
が
発
見
、
押
収
さ
れ
た
。
被
告
人
方

か
ら
は
さ
ら
に
被
告
人
が
記
載
し
た
画
用
紙
メ
モ
が
押
収
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
は
、
第
一
な
い
し
第
五
事
件
で
使
用
さ
れ
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
商

品
名
や
製
造
メ
ー
カ
ー
等
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
実
際
に
犯
行

に
使
用
さ
れ
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
商
品
名
と
一
致
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、

画
用
紙
メ
モ
に
は
、
犯
行
声
明
文
五
に
記
載
さ
れ
た
北
警
察
署
所
属
の

異
な
る
部
署
に
所
属
す
る
一
〇
名
の
警
察
官
の
姓
の
う
ち
八
名
の
姓
が

記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
第
二
事
件
の
犯
行
現
場
に
遺
留
さ
れ
た
二

本
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
う
ち
一
本
に
「
五
カ
」
と
記
載
さ
れ
た
紙
片
が
付

着
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
被
告
人
方
か
ら
押
収
さ
れ
た
新
聞
紙
面

に
あ
っ
た
剥
離
痕
と
形
状
が
一
致
し
、
重
ね
合
わ
せ
る
と
整
っ
た
文
面

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
事
案
に
つ
き
、
検
察
官
は
、
窃
盗
事
件
に
つ
い
て
窃
盗
罪
、

第
一
事
件
に
つ
い
て
激
発
物
破
裂
罪
、
第
二
事
件
に
つ
い
て
建
造
物
侵

入
罪
及
び
現
住
建
造
物
等
放
火
未
遂
罪
、
第
三
事
件
に
つ
い
て
建
造
物

侵
入
罪
及
び
激
発
物
破
裂
罪
、
第
四
事
件
に
つ
い
て
建
造
物
侵
入
罪
及

び
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
、
第
五
事
件
に
つ
い
て
住
居
侵
入
罪
及
び
激

発
物
破
裂
罪
が
成
立
す
る
と
し
て
、
懲
役
二
〇
年
を
求
刑
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
弁
護
人
及
び
被
告
人
は
、
窃
盗
事
件
に
つ
い
て
は
認

め
た
も
の
の
、
第
一
な
い
し
第
五
事
件
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
方
か
ら

押
収
さ
れ
た
上
記
の
犯
行
声
明
文
作
成
に
使
用
さ
れ
た
道
具
や
書
き
か

け
の
犯
行
声
明
文
等
は
平
成
二
六
年
三
月
一
三
日
に
真
犯
人
と
思
し
き

人
物
に
よ
っ
て
被
告
人
方
に
投
函
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
画
用
紙

メ
モ
は
、被
告
人
が
犯
人
を
推
理
し
よ
う
と
考
え
を
ま
と
め
る
た
め
に
、

そ
の
と
き
一
緒
に
投
函
さ
れ
た
コ
ピ
ー
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
画

用
紙
に
転
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
付
着
し
て
い
た

紙
片
は
後
か
ら
付
着
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
証
拠
と
し
て
の
信
用
性
が

な
い
こ
と
、
被
告
人
は
北
警
察
署
に
恨
み
を
も
っ
て
お
ら
ず
動
機
が
な

い
こ
と
等
か
ら
、
被
告
人
が
犯
人
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。

な
お
、
本
件
は
裁
判
員
裁
判
で
あ
る
。

【
判
旨
】

有
罪
（
懲
役
一
八
年
）。

画
用
紙
メ
モ
に
つ
い
て
、「
少
な
く
と
も
、
第
四
事
件
で
使
用
さ
れ
た

五
本
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
及
び
、
第
五
事
件
で
使
用
さ
れ
た
も
の
の
う
ち

二
本
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
商
品
名
等
を
把
握
で
き

な
い
程
度
に
焼
け
焦
げ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
警
察
が
こ
れ
ら
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の
焼
け
焦
げ
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
商
品
名
等
を
把
握
し
た
の
は
画
用
紙
メ

モ
が
被
告
人
方
か
ら
押
収
さ
れ
た
よ
り
も
後
の
時
点
で
あ
っ
た
か
ら
、

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
焼
け
焦
げ
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
商
品
名
等
は
、
画

用
紙
メ
モ
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
は
、
犯
人
以
外
の
人
物
に
は
報
道
等

に
よ
っ
て
も
知
り
得
な
い
事
実
と
い
え
る
。
…
…
こ
の
事
実
は
、
被
告

人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
強
く
推
認
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。」。

犯
行
声
明
文
に
つ
い
て
、「
五
通
の
犯
行
声
明
文
…
…
は
、
そ
の
記
載

内
容
等
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
な
い
し
第
五
事
件
の
犯
人
で
あ
る
同
一
人

物
が
作
成
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
…
…
(被
告
人
方
か
ら
の
押
収

物
等
、
画
用
紙
メ
モ
の
記
載
内
容
等
か
ら
）
被
告
人
が
犯
行
声
明
文
一

な
い
し
五
を
作
成
し
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
は
被
告
人

が
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
強
く
推
認
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。」。

真
犯
人
が
存
在
す
る
と
の
被
告
人
の
弁
解
に
つ
い
て
、「
犯
行
声
明

文
一
な
い
し
五
や
書
き
か
け
の
犯
行
声
明
文
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に

は
、
コ
ピ
ー
用
紙
や
書
き
か
け
の
犯
行
声
明
文
が
投
函
さ
れ
た
と
い
う

平
成
二
六
年
三
月
一
三
日
の
時
点
で
は
知
り
得
ず
、
予
測
す
る
こ
と
も

到
底
困
難
な
も
の
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
被
告
人
の
弁
解
は
客
観
的
な
事

実
に
反
し
て
い
る
。

ま
た
、
真
犯
人
が
別
に
存
在
し
た
と
仮
定
し
て
も
、
被
告
人
が
他
人

か
ら
恨
ま
れ
て
い
た
よ
う
な
事
情
を
う
か
が
わ
せ
る
証
拠
は
な
く
、
真

犯
人
が
被
告
人
を
罪
に
陥
れ
よ
う
と
す
る
理
由
も
う
か
が
わ
れ
な
い
か

ら
、
被
告
人
の
弁
解
は
合
理
性
を
欠
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
一
な
い
し
第
五
事
件
と
い
う
重
大
事
案
の
犯
行
に
関
す

る
不
審
物
が
自
宅
に
投
函
さ
れ
た
と
い
う
の
に
、
警
察
に
通
報
せ
ず
、

家
族
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
と
い
う
被
告
人
の
弁
解
は
不
自
然
で
あ

り
、
説
得
的
な
理
由
も
な
い
。
加
え
て
、
被
告
人
は
犯
人
を
推
理
す
る

た
め
に
コ
ピ
ー
用
紙
の
内
容
を
転
記
し
て
画
用
紙
メ
モ
を
作
成
し
た
と

も
弁
解
す
る
が
、
被
告
人
が
警
察
に
通
報
も
せ
ず
、
独
自
に
犯
人
を
推

理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
説
得
的
な
理
由
も
な
い
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
被
告
人
の
前
記
弁
解
は
到
底
信
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。」。

ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
付
着
し
て
い
た
紙
片
に
つ
い
て
、「
こ
の
こ
と
は
、
犯

行
現
場
に
遺
留
さ
れ
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
等
で
構
成
さ
れ
る
爆
破
装
置
が
被

告
人
方
で
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
、
被
告
人

が
第
二
事
件
の
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
強
く
推
認
さ
せ
る
事
実
と
い
え

る
。」。

犯
行
の
機
会
に
つ
い
て
、「
被
告
人
は
二
か
月
あ
ま
り
の
間
に
発
生

し
た
第
一
な
い
し
第
五
事
件
の
全
て
の
事
件
に
つ
い
て
犯
行
当
時
現
場

付
近
に
い
た
こ
と
が
証
拠
上
認
め
ら
れ
る
が
、
経
験
上
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
偶
然
起
こ
り
得
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
事
実
は
被
告
人
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が
第
一
な
い
し
第
五
事
件
の
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
強
く
推
認
さ
せ

る
。」。

犯
行
の
動
機
に
つ
い
て
、「
犯
行
声
明
文
の
記
載
内
容
や
、
第
一
及
び

第
五
事
件
が
北
警
察
署
又
は
警
察
の
官
舎
を
狙
っ
た
事
件
で
あ
る
こ

と
、
第
二
な
い
し
第
四
事
件
も
北
警
察
署
管
内
で
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
第
一
な
い
し
第
五
事
件
の
犯
人
の
犯
行
の
動
機
は
、
北

警
察
署
及
び
同
署
に
所
属
す
る
警
察
官
ら
に
対
す
る
恨
み
に
よ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
被
告
人
は
、
…
…
窃
盗
事
件
に
つ
き
北
警
察
署
の
捜
査
員

に
よ
る
捜
査
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
過
程
で
は
、
被
告
人
方
の
捜
索

の
際
に
、
女
性
警
察
官
が
被
告
人
の
隠
し
て
い
た
万
引
き
し
た
年
賀
は

が
き
を
発
見
し
た
り
、
被
告
人
が
用
を
足
す
際
に
ト
イ
レ
の
ド
ア
が
閉

ま
ら
な
い
よ
う
に
足
を
挟
ん
だ
り
し
た
な
ど
の
事
実
が
あ
っ
た
ほ
か
、

引
き
あ
た
り
捜
査
の
際
の
被
告
人
の
言
動
に
つ
い
て
警
察
官
か
ら
注
意

さ
れ
た
り
、
盗
ん
だ
記
憶
の
な
い
店
舗
に
連
れ
て
行
か
れ
て
執
よ
う
に

追
求
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
被
告
人
が
北
警
察
署
や
北
海

道
警
察
本
部
に
対
し
て
窃
盗
事
件
の
捜
査
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
苦
情
を
申
し
入
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
す
れ

ば
、
被
告
人
に
は
、
北
警
察
署
及
び
同
署
に
所
属
す
る
警
察
官
ら
に
対

す
る
恨
み
の
感
情
を
抱
い
て
も
お
か
し
く
な
い
経
緯
が
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
第
一
な
い
し
第
五
事
件
の
犯
行
の
動
機
が
な
か
っ
た
と

は
い
え
な
い
。」。

結
論
と
し
て
、「
以
上
検
討
し
た
と
お
り
、
被
告
人
が
犯
人
で
あ
る
こ

と
を
強
く
推
認
さ
せ
る
複
数
の
事
実
が
あ
り
、
そ
の
推
認
を
妨
げ
る
事

情
も
認
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
、こ
の
よ
う
な
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

被
告
人
が
第
一
な
い
し
第
五
事
件
の
犯
人
で
な
け
れ
ば
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
が
第
一
な
い
し
第
五
事
件
の

犯
人
で
あ
る
と
認
定
し
た
。」。

量
刑
に
つ
い
て
、「
ま
ず
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
み

る
と
、
…
…
い
ず
れ
も
複
数
本
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と
を

企
図
し
た
犯
行
で
あ
り
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
生
命
・
身
体
等

に
危
険
を
及
ぼ
し
得
る
、
極
め
て
危
険
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
被
告

人
は
、
事
前
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
と
可
燃
物
を
組
み
合
わ
せ
た
物
を
作
る
な

ど
し
て
計
画
的
に
犯
行
に
及
ん
で
い
る
上
、
わ
ず
か
二
か
月
余
り
の
間

に
五
件
の
犯
行
を
連
続
し
て
行
っ
た
だ
け
で
な
く
、
事
件
を
起
こ
す
に

つ
れ
て
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
本
数
を
増
や
し
た
り
、
爆
発
と
と
も
に
多
数

の
画
び
ょ
う
や
釘
を
飛
び
散
ら
せ
る
な
ど
し
て
犯
行
の
危
険
性
を
高
め

て
お
り
、
か
な
り
悪
質
な
犯
行
で
あ
る
。

一
連
の
犯
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
財
産
的
損
害
は
高
額
で
あ
る
し
、
第

四
事
件
で
は
、
焼
損
面
積
も
小
さ
い
も
の
で
は
な
く
、
負
傷
者
を
も
生
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じ
さ
せ
て
い
る
。
事
件
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々
に
強
い
恐
怖
感
を
与

え
た
だ
け
で
な
く
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
次
々
に
起
こ
る
事
件
が
報
道

さ
れ
て
周
辺
住
民
を
大
き
な
不
安
に
陥
れ
た
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き

る
。
そ
う
す
る
と
、
一
連
の
犯
行
に
よ
る
結
果
は
非
常
に
重
大
な
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

被
告
人
は
、
北
警
察
署
に
対
す
る
恨
み
の
感
情
か
ら
一
連
の
犯
行
に

及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
…
…
同
署
の
捜
査
の
過
程
に
非
難
さ
れ
る
べ
き

事
情
は
見
当
た
ら
ず
、
被
告
人
の
感
情
は
ま
さ
に
逆
恨
み
と
い
う
ほ
か

な
い
。
そ
し
て
、
個
人
的
な
そ
の
よ
う
な
感
情
か
ら
警
察
関
係
施
設
で

犯
行
に
及
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
無
関
係
の
店
舗
や
多
く
の
人
々
を
巻
き

込
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
強
く
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。次

に
、
窃
盗
事
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
陳
列
棚
か
ら
年
賀
は
が
き
を

根
こ
そ
ぎ
全
部
窃
取
す
る
と
い
う
大
胆
な
犯
行
を
短
期
間
に
繰
り
返
し

て
お
り
、
悪
質
な
犯
行
と
い
う
ほ
か
な
く
、
被
害
店
舗
に
与
え
た
財
産

的
損
害
も
大
き
い
。
ま
た
、
金
銭
的
に
困
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
切
羽
詰

ま
っ
た
状
況
と
ま
で
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
換
金
目
的
で
万
引
き
を
行
っ
た
こ
と
は
、
強
い
非
難
を
免
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
情
に
照
ら
す
と
、
被
告
人
の
刑
事
責
任
は
、
燃
料
を
使

用
し
た
怨
恨
を
動
機
と
す
る
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
の
事
案
の
中
で
も

ま
れ
に
見
る
ほ
ど
重
い
部
類
に
属
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
被
告
人
は
、
第
一
な
い
し
第
五
事
件
に
つ
い
て
不
合
理
な

弁
解
を
し
て
い
て
、
反
省
す
る
態
度
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
そ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
窃
盗
事
件
に
つ
い
て
も
反
省
が
深
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
ま
た
、
被
告
人
の
法
廷
に
お
け
る
言
動
か
ら
は
警
察
に
対
す
る

恨
み
が
今
な
お
根
深
い
こ
と
が
う
か
が
え
、
再
犯
の
可
能
性
も
そ
れ
な

り
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
も
考
慮
す
る
と
、
被
告
人
の
刑
に
つ
い
て
は
長
期
間

の
服
役
が
相
当
で
あ
り
、
主
文
の
と
お
り
刑
を
定
め
た
。」。

【
評
釈
】

一

本
件
で
問
題
と
な
る
の
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
は
、
本
件
各
事
件
の
罪
名
と
く
に
放
火
罪
と
激
発
物
破
裂
罪
の

関
係
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
窃
盗
事
件
に
関
す
る
窃
盗
罪
の
ほ
か
、
第

一
事
件
に
つ
い
て
激
発
物
破
裂
罪
、
第
二
事
件
に
つ
い
て
建
造
物
侵
入

罪
及
び
現
住
建
造
物
等
放
火
未
遂
罪
、
第
三
事
件
に
つ
い
て
建
造
物
侵

入
罪
及
び
激
発
物
破
裂
罪
、
第
四
事
件
に
つ
い
て
建
造
物
侵
入
罪
及
び

現
住
建
造
物
等
放
火
罪
、
第
五
事
件
に
つ
い
て
住
居
侵
入
罪
及
び
激
発

物
破
裂
罪
が
成
立
す
る
と
の
検
察
官
の
主
張
が
す
べ
て
認
め
ら
れ
て
い

る
。
激
発
物
破
裂
罪
に
関
す
る
第
一
一
七
条
は
、「
火
薬
、
ボ
イ
ラ
ー
そ
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の
他
の
激
発
す
べ
き
物
を
破
裂
さ
せ
て
、
第
百
八
条
に
規
定
す
る
物
又

は
他
人
の
所
有
に
係
る
第
百
九
条
に
規
定
す
る
物
を
損
壊
し
た
者
は
、

放
火
の
例
に
よ
る
。
第
百
九
条
に
規
定
す
る
物
で
あ
っ
て
自
己
の
所
有

に
係
る
も
の
又
は
第
百
十
条
に
規
定
す
る
物
を
損
壊
し
、
よ
っ
て
公
共

の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。」
と
規
定
し
て
お
り
、
そ

の
目
的
物
と
し
て
は
、
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
に
関
す
る
第
一
〇
八
条

の
現
住
建
造
物
等
、
非
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
に
関
す
る
第
一
〇
九
条

の
非
現
住
建
造
物
等
、
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
に
関
す
る
第
一
一
〇
条

の
建
造
物
等
以
外
の
三
種
類
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
第
一
、
第
三
事
件
の
目
的
物
は
い
ず
れ
も
建
造
物
等
以
外
に

あ
た
る
普
通
乗
用
車
で
あ
る
か
ら
、
第
一
一
〇
条
の
刑
す
な
わ
ち
「
一

年
以
上
一
〇
年
以
下
の
懲
役
」
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
五

事
件
の
目
的
物
は
現
住
建
造
物
に
あ
た
る
警
察
公
宅
で
あ
る
か
ら
、
第

一
〇
八
条
の
刑
す
な
わ
ち
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
懲

役
」が
用
い
ら
れ
る
。
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
で
は
、既
遂
時
期
は「
焼

損
」
に
至
っ
た
時
点
と
さ
れ
、「
焼
損
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
火
が
放

火
の
媒
介
物
を
離
れ
て
目
的
物
に
燃
え
移
り
、
独
立
し
て
燃
焼
作
用
を

継
続
す
る
状
態
に
達
し
た
時
点
と
す
る
独
立
燃
焼
説
（
1
）、
火
力
に
よ
っ
て

目
的
物
の
重
要
部
分
が
消
失
し
、
そ
の
本
来
の
効
用
を
喪
失
し
た
と
き

に
焼
損
と
な
る
と
す
る
効
用
喪
失
説
（
2
）、「
燃
え
上
が
っ
た
こ
と
」
す
な
わ

ち
目
的
物
の
主
要
な
部
分
が
燃
焼
を
開
始
し
た
時
点
を
も
っ
て
焼
損
と

な
る
と
す
る
燃
え
上
が
り
説
（
3
）、

火
力
に
よ
っ
て
目
的
物
が
毀
棄
罪
に
お

け
る
損
壊
の
程
度
に
達
し
た
時
点
を
も
っ
て
焼
損
と
な
る
と
す
る
毀

棄
説
（
4
）

な
ど
が
激
し
く
対
立
す
る
。
判
例
は
独
立
燃
焼
説
を
採
る
と

こ
ろ
（
5
）、
こ
れ
を
激
発
物
破
裂
罪
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
激
発
物
が
破
裂

し
て
目
的
物
を
損
壊
し
た
時
点
を
も
っ
て
、
本
罪
が
既
遂
に
至
っ
た
と

解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
第
一
〇
八
条
ま
た
は
第
一
〇
九
条
型
の
激
発
物

破
裂
罪
で
は
、
建
具
や
畳
等
の
取
り
外
し
の
で
き
る
部
分
を
損
壊
し
た

だ
け
で
は
既
遂
に
は
足
り
な
い
が
、
建
造
物
の
一
部
の
損
壊
が
あ
れ
ば

足
り
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
6
）。
本
件
第
五
事
件
で
は
、
出
入
口
の
引

き
戸
の
窓
ガ
ラ
ス
等
の
損
壊
に
よ
っ
て
、
第
一
〇
八
条
型
の
激
発
物
破

裂
罪
が
既
遂
に
至
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
引
き
戸
等
の
取
り
外
し

が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
第
二
、
第
四
事
件
で
は
、
被
告
人
は
激
発
物
を
破
裂
さ
せ
、

そ
れ
を
も
っ
て
現
住
建
造
物
等
を
焼
損
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
激
発

物
破
裂
罪
に
つ
い
て
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
連
鎖
破
裂
等
が
発
生
し
た
場
合

に
第
一
一
一
条
に
規
定
さ
れ
る
延
焼
罪
の
適
用
が
あ
る
か
は
学
説
上
の

対
立
が
あ
る
（
7
）。
し
か
し
、
激
発
物
破
裂
を
放
火
の
手
段
と
し
て
用
い
た

場
合
に
は
、
本
罪
が
準
放
火
罪
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
激

発
物
破
裂
に
よ
る
延
焼
罪
で
は
な
く
放
火
罪
を
適
用
す
べ
き
と
解
さ
れ
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て
い
る
（
8
）。
本
判
決
も
こ
れ
に
倣
っ
て
現
住
建
造
物
放
火
罪
を
適
用
し
、

第
二
事
件
で
は
商
品
と
紙
箱
を
焼
損
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
現
住
建

造
物
放
火
未
遂
罪
、
第
四
事
件
で
は
ト
イ
レ
の
壁
に
燃
え
移
っ
て
独
立

燃
焼
し
た
た
め
同
既
遂
罪
の
成
立
を
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二

第
二
は
、
本
判
決
は
、
状
況
証
拠
を
積
み
重
ね
て
被
告
人
を
第
一

な
い
し
第
五
事
件
の
犯
人
と
認
定
し
た
が
、
こ
の
認
定
方
法
が
妥
当
で

あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
は
第
一
な
い
し
第
五
事
件
に
つ
い
て
一

貫
し
て
犯
行
を
否
認
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
被
告
人
が
逮
捕
さ
れ
た
平

成
二
六
年
四
月
三
〇
日
以
降
も
、
同
年
五
月
四
日
に
石
狩
市
の
北
警
察

署
駐
在
所
に
て
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
た
事
件
（
9
）、

同
年
五
月
六
日
に
札

幌
市
北
区
の
大
型
書
店
に
て
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
少
な
く
と
も
千
本

の
釘
が
散
乱
し
て
い
た
事
件
（
10
）、
同
年
五
月
二
〇
日
に
石
狩
市
の
北
警
察

署
駐
在
所
に
て
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
約
千
本
の
釘
が
散
乱
し
て
い
た

事
件
（
11
）、
同
年
七
月
三
日
に
旭
川
市
の
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
ガ
ス
ボ

ン
ベ
が
爆
発
し
た
事
件
（
12
）が
発
生
し
て
い
た
。
警
察
は
、
こ
れ
ら
の
事
件

に
つ
い
て
当
初
か
ら
一
貫
し
て
模
倣
犯
と
し
て
い
た
も
の
の
、
一
部
で

は
被
告
人
は
え
ん
罪
で
は
な
い
か
と
の
報
道
も
な
さ
れ
て
い
た
（
13
）。

被
告
人
が
否
認
す
る
放
火
事
件
に
お
け
る
犯
人
の
認
定
に
関
す
る
近

年
の
判
例
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

東
京
高
裁
平
成
二
一
年
一
二
月
二
一
日
高
刑
速
平
成
二
一
年
一
五
八

頁
は
、
自
動
車
へ
の
放
火
に
よ
る
器
物
損
壊
罪
の
前
科
の
あ
る
被
告
人

が
、
ビ
ル
連
続
放
火
の
犯
人
か
が
争
わ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
非
現
住

建
造
物
等
放
火
一
件
に
つ
き
、
放
火
現
場
の
ビ
ル
か
ら
出
て
き
た
被
告

人
を
目
撃
し
た
旨
の
目
撃
者
二
名
の
供
述
、
燃
焼
実
験
の
結
果
か
ら
、

被
告
人
が
放
火
犯
人
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
さ
ら
に
現
住
建
造
物
等
放

火
一
件
に
つ
き
、
放
火
現
場
の
ビ
ル
周
辺
に
設
置
さ
れ
た
防
犯
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
や
捜
査
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
放
火
時
刻
の
前
後
に
被
告
人
が
本

件
現
場
付
近
を
歩
い
て
い
る
姿
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
告

人
が
放
火
犯
人
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

東
京
地
判
平
成
二
二
年
七
月
八
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
窃
盗
、

現
住
建
造
物
等
放
火
他
の
前
科
の
あ
る
被
告
人
が
現
住
建
造
物
等
放
火

の
犯
人
か
が
争
わ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
放
火
翌
日
に
建
造
物
室
内
か

ら
発
見
さ
れ
た
遺
留
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
一
致
し
、
被
告
人
が
侵
入
し
て

窃
盗
を
し
た
こ
と
を
自
認
し
た
こ
と
、
被
告
人
が
当
時
ラ
イ
タ
ー
を
所

持
し
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、「
本
件
放
火
の
犯
人
で
あ
る
可
能
性
は
か

な
り
高
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
が
、
建
造
物
に
侵
入
可

能
な
約
五
時
間
二
〇
分
の
間
に
、
被
告
人
が
侵
入
し
て
立
ち
去
っ
た
後

に
第
三
者
が
侵
入
し
て
放
火
し
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
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で
き
な
い
と
し
て
、
住
居
侵
入
罪
、
窃
盗
罪
に
つ
い
て
の
み
有
罪
と
し

た
。以

上
の
判
例
か
ら
は
、
放
火
さ
れ
た
建
造
物
等
に
事
故
当
日
に
侵
入

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
建
造
物
に
侵
入
可
能

な
時
間
の
幅
が
広
い
場
合
に
は
放
火
犯
人
と
し
て
必
ず
し
も
認
定
し
得

な
い
が
、
放
火
時
刻
の
前
後
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
な

ど
し
た
場
合
に
は
、
前
科
及
び
余
罪
も
関
係
す
る
も
の
の
、
基
本
的
に

は
放
火
犯
人
と
し
て
認
定
し
う
る
と
の
立
場
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
照
ら
す
と
、
本
件
事
案
で
は
、
被
告
人
は
第
一
な
い
し
第

五
事
件
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
、
事
件
当
時
に
現
場
に
い
た
こ
と
が

防
犯
カ
メ
ラ
等
に
て
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
画
用
紙
メ
モ
、
犯
行
声
明

文
、ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
付
着
し
て
い
た
紙
片
等
の
他
の
証
拠
と
も
併
せ
て
、

被
告
人
を
激
発
物
破
裂
、
放
火
の
犯
人
と
し
て
容
易
に
認
定
し
う
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

三

第
三
は
、
本
件
の
懲
役
一
八
年
と
い
う
量
刑
が
妥
当
か
と
い
う
点

で
あ
る
。

激
発
物
破
裂
罪
に
関
す
る
判
例
は
、
重
過
失
激
発
物
破
裂
罪
、
業
務

上
過
失
激
発
物
破
裂
罪
に
関
す
る
も
の
を
除
け
ば
極
め
て
少
な
く
、
か

ろ
う
じ
て
以
下
の
二
件
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。

東
京
高
判
昭
和
五
四
年
五
月
三
〇
日
判
時
九
四
〇
号
一
二
五
頁
は
、

ア
パ
ー
ト
二
階
に
居
住
し
て
い
た
被
告
人
が
借
金
苦
か
ら
、
天
然
ガ
ス

を
自
宅
室
内
に
充
満
さ
せ
て
自
殺
を
図
っ
た
も
の
の
死
に
切
れ
ず
、
右

ガ
ス
を
爆
発
さ
せ
て
自
殺
し
よ
う
と
企
て
、
自
動
点
火
装
置
の
あ
る

テ
ー
ブ
ル
こ
ん
ろ
の
コ
ッ
ク
の
つ
ま
み
を
回
し
て
発
火
、
そ
の
火
を
室

内
に
充
満
し
て
い
た
ガ
ス
に
引
火
さ
せ
て
爆
発
さ
せ
、
同
ア
パ
ー
ト
ほ

か
一
一
棟
の
建
造
物
を
損
壊
（
負
傷
者
数
名
、
損
害
額
約
二
、二
〇
〇
万

円
）
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
自
殺
を
企
て
た
経
緯
が
す
べ
て
被
告
人
の

身
勝
手
な
行
動
に
基
因
す
る
こ
と
、
自
殺
の
方
法
が
他
人
に
対
す
る
危

険
や
損
害
を
一
顧
だ
に
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
損
害
が
大
き
い
こ

と
か
ら
刑
事
責
任
は
重
い
が
、
他
方
、
被
告
人
も
重
傷
を
負
っ
た
こ
と

被
害
者
二
四
名
か
ら
宥
恕
を
得
た
こ
と
、
犯
行
後
信
仰
の
道
に
入
り
、

現
在
は
ま
じ
め
に
働
い
て
い
る
こ
と
、
前
科
前
歴
が
な
い
こ
と
を
斟
酌

し
、
懲
役
七
年
の
求
刑
に
対
し
量
刑
を
懲
役
五
年
と
し
た
原
判
決
を
妥

当
と
し
た
。

山
口
地
判
平
成
一
七
年
一
一
月
一
六
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
店

舗
兼
共
同
住
宅
Ａ
荘
の
一
室
に
居
住
し
て
い
た
被
告
人
が
、
ホ
ス
テ
ス

と
の
交
際
の
た
め
の
借
金
苦
及
び
ホ
ス
テ
ス
に
他
に
男
が
で
き
た
も
の

と
疑
心
暗
鬼
に
な
る
な
ど
し
て
、
都
市
ガ
ス
を
自
宅
室
内
に
充
満
さ
せ

て
自
殺
を
図
っ
た
も
の
の
死
に
切
れ
ず
、
右
ガ
ス
を
爆
発
さ
せ
て
自
殺
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し
よ
う
と
企
て
、ラ
イ
タ
ー
を
点
火
し
て
破
裂
さ
せ
、Ａ
荘
を
損
壊（
損

害
額
一
、〇
〇
〇
万
円
以
上
）、
隣
室
居
住
者
を
負
傷
（
全
治
三
日
）
さ

せ
た
事
案
に
つ
い
て
、
自
殺
を
企
て
た
経
緯
が
無
計
画
か
つ
無
分
別
な

生
活
態
度
に
起
因
し
同
情
の
余
地
に
乏
し
い
こ
と
、
自
殺
の
方
法
が
他

人
に
対
す
る
危
険
を
何
ら
顧
み
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
物
的
損
害
は

大
き
い
が
被
告
人
は
多
額
の
負
債
を
抱
え
弁
償
能
力
に
乏
し
い
こ
と
、

前
科
三
犯
、
う
ち
二
犯
は
懲
役
刑
を
受
刑
し
、
そ
の
最
終
の
刑
を
受
け

終
わ
っ
て
か
ら
一
年
あ
ま
り
で
本
件
犯
行
を
敢
行
し
、
規
範
意
識
が
相

当
程
度
鈍
磨
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
刑
事
責
任
は

重
い
が
、
他
方
、
Ａ
荘
の
所
有
者
に
対
し
て
は
同
人
が
付
保
し
て
い
た

火
災
保
険
か
ら
保
険
金
が
支
払
わ
れ
、
財
産
的
損
害
の
相
当
額
に
つ
い

て
は
填
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
被
告
人
自
身
も
顔
面
及
び
両
上
肢
に
熱

傷
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、
被
告
人
は
既
に
七
〇
歳
近
い
高
齢
で
あ
る
こ

と
、
被
告
人
は
反
省
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
取
り
と
め
た

一
命
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
述
べ
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
さ
な
い
旨
誓
約
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
総
合
考
慮
し
、
量
刑
を

懲
役
五
年
と
し
た
。

以
上
二
件
と
も
、
目
的
物
が
現
住
建
造
物
で
あ
る
重
い
第
一
〇
八
条

型
の
激
発
物
破
裂
罪
に
該
当
す
る
も
の
の
、
そ
の
量
刑
は
懲
役
五
年
と

本
件
よ
り
大
幅
に
軽
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
被
告
人
が
自

殺
を
企
図
し
て
ガ
ス
を
爆
発
さ
せ
た
事
案
で
、
他
人
へ
の
攻
撃
の
た
め

に
激
発
物
を
破
裂
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
本
件
の
た
め
の
量
刑

資
料
と
し
て
は
参
考
と
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
参
考
と
す
べ
き
は
放
火
罪

の
量
刑
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
連
続
放
火
事
件
、
か
つ
被
告
人
に
殺
意

が
な
い
、
す
な
わ
ち
放
火
が
殺
人
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い

事
案
の
量
刑
は
参
考
と
な
り
う
る
。

殺
意
な
き
連
続
放
火
事
件
に
お
い
て
、
死
者
が
な
い
場
合
の
近
年
の

判
例
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

甲
府
地
判
平
成
一
七
年
一
一
月
一
〇
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
消

防
団
に
所
属
し
て
い
た
被
告
人
が
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
、
約

一
年
余
り
の
間
に
、
現
住
建
造
物
等
放
火
未
遂
一
件
、
非
現
住
建
造
物

等
放
火
一
件
、
建
造
物
等
以
外
放
火
一
件
、
器
物
損
壊
二
件
の
連
続
放

火
（
被
害
額
計
一
三
〇
〇
万
円
）
を
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
独
善
的
な

犯
行
で
常
習
性
も
顕
著
で
あ
る
が
、
真
摯
な
反
省
の
態
度
を
示
し
、
被

害
者
ら
に
対
す
る
謝
罪
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
、
道
交
法
違
反

の
罪
に
よ
る
罰
金
前
科
以
外
に
前
科
が
な
い
こ
と
等
を
考
慮
し
て
懲
役

六
年
と
し
た
。

青
森
地
弘
前
支
判
平
成
一
八
年
三
月
二
三
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、

被
告
人
が
一
時
間
一
五
分
の
間
に
行
っ
た
現
住
建
造
物
・
非
現
住
建
造

物
へ
の
連
続
放
火
六
件
（
非
現
住
建
造
物
全
焼
三
棟
、
現
住
建
造
物
一

北研 52 (1・88) 88

判 例 研 究



部
焼
損
）、
器
物
損
壊
二
件
に
つ
い
て
、
幸
い
に
も
延
焼
・
類
焼
と
い
っ

た
甚
大
な
結
果
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
、
連
続
放
火
で
は
あ
る
が
短

時
間
の
う
ち
に
行
わ
れ
、
被
告
人
に
放
火
の
常
習
性
や
性
癖
が
あ
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
こ
と
、
慰
謝
料
と
し
て
一
万
円
ず
つ
が
送
金
さ
れ
た

こ
と
、
実
父
及
び
交
際
中
の
女
性
が
被
告
人
の
更
生
に
対
す
る
助
力
を

誓
約
し
て
い
る
こ
と
、
被
告
人
が
反
省
の
情
を
示
し
て
い
る
こ
と
等
を

考
慮
し
て
懲
役
一
〇
年
と
し
た
。

神
戸
地
判
平
成
一
九
年
四
月
一
九
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
被
告

人
が
市
営
住
宅
へ
の
延
焼
の
可
能
性
を
認
識
し
つ
つ
、
建
物
内
に
駐
輪

中
の
バ
イ
ク
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
放
火
し
建
物
の
一
部
を
焼
損
し
た
二

件
の
現
住
建
造
物
等
放
火
、
通
路
に
駐
輪
中
の
自
転
車
の
サ
ド
ル
を
焼

失
さ
せ
た
一
件
の
器
物
損
壊
の
事
案
に
つ
い
て
、「
建
物
の
焼
損
は
居

住
部
分
に
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
、
判
示
第
一
の
犯
行
に
つ
い
て
未
必

的
な
故
意
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
被
告
人
は
本
来
建
物
全
体
に
対
す
る
延

焼
ま
で
は
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
被
害
者
に
対
し
謝
罪
文
を
作

成
す
る
な
ど
被
告
人
な
り
に
反
省
の
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
被
告

人
に
は
前
科
前
歴
が
な
い
こ
と
、
被
告
人
は
本
件
に
よ
り
相
当
長
期
間

身
柄
拘
束
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
被
告
人
の
病
状
や
介
護
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
父
親
の
存
在
な
ど
被
告
人
の
た
め
に
酌
む
べ
き
事
情
も
考
慮

し
て
」
懲
役
六
年
と
し
た
。

以
上
か
ら
、
死
者
を
生
じ
な
か
っ
た
連
続
放
火
事
件
の
量
刑
の
相
場

は
、
第
一
〇
八
条
型
の
放
火
を
含
ん
で
い
た
と
し
て
も
懲
役
六
〜
一
〇

年
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
上
掲
判
例
で
は
い
ず
れ
も
被
告
人
が
犯
行

を
自
認
し
、
反
省
の
情
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
本
件
で
は
、
被

告
人
は
犯
行
を
自
認
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
反
省
の
情
も
示
し
て
い
な

い
か
ら
、こ
の
点
は
刑
を
重
く
す
る
方
向
に
強
く
働
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

一
方
、
殺
意
な
き
連
続
放
火
事
件
で
死
者
を
生
じ
た
場
合
の
近
年
の

判
例
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
高
判
平
成
二
〇
年
五
月
一
五
日
判
時
二
〇
一
九
号
一
二
七
頁

は
、
ピ
ッ
ク
病
の
被
告
人
が
大
型
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
連
続
放
火
し
、
未
遂
六
件
、
既
遂
一
件
（
全

焼
、
三
名
死
亡
）、
う
ち
三
件
で
火
事
場
騒
ぎ
に
乗
じ
窃
盗
を
し
た
事
案

に
つ
い
て
、
完
全
責
任
能
力
を
認
め
た
う
え
で
、
犯
行
を
自
供
し
反
省

の
情
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
短
絡
的
か
つ
身
勝
手
な
動

機
か
ら
大
型
量
販
店
に
対
す
る
放
火
に
及
び
、
死
者
が
発
生
し
た
後
も

こ
れ
を
顧
み
ず
、
繰
り
返
し
同
様
の
放
火
に
及
ん
だ
こ
と
等
を
考
慮
し

無
期
懲
役
と
し
た
原
判
決
を
維
持
し
た
。

東
京
地
判
平
成
二
〇
年
六
月
二
五
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
現
住

建
造
物（
第
一
〇
八
条
）六
件（
う
ち
未
遂
二
件
）、非
現
住
建
造
物（
第

一
〇
九
条
一
項
）
一
件
、
建
造
物
等
以
外
放
火
（
第
一
一
〇
条
一
項
）
北研 52 (1・89) 89

〈刑事判例研究〉



二
件
、
計
九
件
の
連
続
放
火
、
五
件
の
住
宅
侵
入
（
第
一
三
〇
条
）
を

し
、
一
件
で
居
住
者
二
名
が
死
亡
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
最
も
重
い
罪

に
つ
き
自
首
が
成
立
し
、
他
に
つ
い
て
も
一
貫
し
て
す
べ
て
の
事
実
を

認
め
て
い
る
こ
と
、
一
部
は
示
談
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
、
前
科
前
歴

が
な
い
こ
と
等
を
考
慮
し
て
、
無
期
懲
役
の
求
刑
に
対
し
懲
役
三
〇
年

と
し
た
。

大
阪
地
判
平
成
二
六
年
五
月
二
三
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
被
告

人
が
、
母
親
か
ら
仕
事
を
探
す
よ
う
小
言
を
言
わ
れ
、
鬱
積
し
た
気
持

ち
を
晴
ら
す
た
め
、
現
住
建
造
物
（
第
一
〇
八
条
）
六
件
、
非
現
住
建

造
物
（
第
一
〇
九
条
一
項
）
四
件
、
建
造
物
等
以
外
放
火
（
第
一
一
〇

条
一
項
）
五
件
、
計
一
五
件
の
連
続
放
火
、
一
件
の
邸
宅
侵
入
（
第
一

三
〇
条
）
を
し
、
一
件
で
居
住
者
二
名
が
死
亡
し
た
事
案
に
つ
い
て
、

「
平
成
二
〇
年
四
月
以
後
の
量
刑
資
料
に
は
殺
人
を
伴
わ
な
い
放
火
で

無
期
懲
役
と
さ
れ
た
も
の
は
な
く
（
14
）、
最
も
重
い
も
の
で
懲
役
三
〇
年
に

止
ま
っ
て
い
る
が
、
本
件
は
そ
れ
ら
過
去
の
事
例
よ
り
も
相
当
重
い
と

評
価
す
べ
き
事
案
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
被
告
人
が
捜
査
段
階
か
ら
素
直

に
罪
を
認
め
、反
省
の
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
も
、

無
期
懲
役
を
選
択
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
た
。」
と
判

示
し
た
。

以
上
か
ら
、
死
者
を
生
じ
た
連
続
放
火
事
件
の
量
刑
の
相
場
は
無
期

懲
役
な
い
し
懲
役
三
〇
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
上
掲
判
例
の
い
ず

れ
の
被
告
人
も
犯
行
を
自
認
し
、
反
省
の
情
を
示
し
て
い
る
。

他
方
、
連
続
放
火
で
は
な
い
、
殺
意
な
き
放
火
事
件
に
て
死
者
を
生

じ
た
場
合
の
近
年
の
判
例
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

長
野
地
松
本
支
判
平
成
二
五
年
三
月
四
日
判
時
二
二
二
六
号
一
一
三

頁
は
、
被
告
人
が
、
同
居
し
て
い
た
義
父
母
か
ら
の
叱
責
に
不
満
や
ス

ト
レ
ス
を
募
ら
せ
、
不
審
事
件
を
起
こ
し
て
別
居
し
て
妻
と
二
人
暮
ら

し
を
し
よ
う
と
考
え
、
自
宅
車
庫
内
に
駐
車
中
の
妻
所
有
の
車
の
タ
イ

ヤ
、
家
族
五
名
が
同
居
す
る
自
宅
に
放
火
し
た
事
案
（
自
宅
全
焼
、
隣

家
倉
庫
内
物
品
焼
損
、
二
名
死
亡
）
に
つ
い
て
、
被
害
が
大
き
い
こ
と
、

被
告
人
が
否
認
し
続
け
て
い
る
こ
と
、
慰
謝
の
措
置
が
一
切
執
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
求
刑
通
り
懲
役
二
〇
年
と
し
た
。
連
続
放
火
事

件
で
は
な
く
、
動
機
も
上
記
の
通
り
で
あ
る
か
ら
被
告
人
の
再
犯
可
能

性
は
低
い
が
、
被
告
人
が
犯
行
の
一
切
を
否
認
し
た
た
め
に
量
刑
に
つ

い
て
争
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

本
件
は
殺
意
な
き
連
続
放
火
事
件
に
お
い
て
、
負
傷
者
一
名
を
出
し

た
も
の
の
死
者
は
な
い
か
ら
、
損
害
額
等
を
考
慮
し
て
も
懲
役
一
〇
年

前
後
が
本
来
は
相
場
と
い
え
よ
う
が
、
被
告
人
が
第
一
な
い
し
第
五
事

件
に
つ
い
て
犯
行
を
一
切
否
認
し
、
窃
盗
事
件
に
つ
い
て
の
犯
情
も
悪
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い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
判
決
が
言
う
よ
う
に
被
告
人
の
再
犯
可
能

性
は
一
定
以
上
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
被
告
人
が
第
一
な
い

し
第
五
事
件
に
つ
い
て
犯
行
を
否
認
し
た
こ
と
で
、
量
刑
に
つ
い
て
争

う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
も
予
想
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
懲
役
一
八

年
の
量
刑
は
必
ず
し
も
不
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
）
団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
各
論
』（
第
三
版
・
一
九
九
〇
年
）
一
九
四
頁
、

藤
木
英
雄『
刑
法
講
義
各
論
』（
一
九
七
六
年
）八
八
頁
、西
田
典
之『
刑

法
各
論
』（
第
六
版
・
二
〇
一
二
年
）
三
〇
二
頁
。

（
2
）
瀧
川
幸
辰
『
刑
法
各
論
』（
増
補
・
一
九
六
八
年
）
二
一
六
頁
、
香
川

達
夫
『
刑
法
講
義
〔
各
論
〕』（
第
三
版
・
一
九
九
六
年
）
一
七
二
頁
、

曽
根
威
彦
『
刑
法
各
論
』（
第
五
版
・
二
〇
一
二
年
）
二
一
九
頁
、
井
上

宜
裕
「
放
火
罪
に
お
け
る
焼
損
の
意
義
」
西
田
他
編
『
刑
法
の
争
点
』

（
二
〇
〇
七
年
）
二
二
一
頁
。

（
3
）
小
野
清
一
郎
『
刑
法
講
義
各
論
』（
新
訂
三
版
・
一
九
五
〇
年
）
七
五

頁
、
福
田
平
『
刑
法
各
論
』（
全
訂
第
三
版
増
補
・
二
〇
〇
二
年
）
八
七

頁
。

（
4
）
江
家
義
男
『
刑
法
各
論
』（
増
補
・
一
九
六
三
年
）
九
二
頁
、
大
塚
仁

『
刑
法
概
説
（
各
論
）』（
第
三
版
増
補
版
・
二
〇
〇
五
年
）
三
七
二
頁
、

大
谷
實
『
刑
法
講
義
各
論
』（
新
版
第
四
版
補
訂
版
・
二
〇
一
五
年
）
三

七
八
頁
。

（
5
）
大
判
大
正
七
年
三
月
一
五
日
刑
録
二
四
輯
二
一
九
頁
。

（
6
）
団
藤
編
『
注
釈
刑
法
（
三
）』（
一
九
六
五
年
）
一
九
一
頁
（
藤
木
）、

大
塚
他
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
七
巻
』（
第
三
版
・
二
〇
一
四

年
）
一
一
四
頁
（
川
上
拓
一
）。

（
7
）
積
極
説
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
団
藤
編
・
注
釈
刑
法
一
九
二
頁
（
藤

木
）、
大
塚
編
・
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
一
一
五
頁
（
川
上
）。
消
極
説
に

立
つ
も
の
と
し
て
、
大
塚
『
注
解
刑
法
』（
増
補
第
二
版
・
一
九
七
七
年
）

五
六
八
頁
、
小
野
＝
中
野
次
雄
＝
植
松
正
＝
伊
達
秋
雄
『
ポ
ケ
ッ
ト
註

釈
全
書
刑
法
』（
第
三
版
増
補
・
一
九
八
八
年
）
二
八
七
頁
（
中
野
）。

（
8
）
団
藤
編
・
注
釈
刑
法
一
九
二
頁（
藤
木
）、大
塚
編
・
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー

ル
一
一
五
頁
（
川
上
）。

（
9
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
四
年
五
月
五
日
朝
刊
三
一
頁
。

（
10
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
四
年
五
月
七
日
夕
刊
一
〇
頁
。

（
11
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日
夕
刊
一
一
頁
。

（
12
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
四
年
七
月
四
日
朝
刊
二
七
頁
。

（
13
）
週
刊
朝
日
「
札
幌
連
続
ボ
ン
ベ
爆
発
事
件
、
北
海
道
警
『
誤
認
逮
捕
』

疑
惑

ワ
イ
ド
特
集
・
集
団
的
自
衛
権
」
二
〇
一
四
年
五
月
二
三
日
版

一
三
四
頁
。

（
14
）
な
お
、
量
刑
を
無
期
懲
役
と
し
た
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
〇
年
五
月

一
五
日
は
「
平
成
二
〇
年
四
月
以
後
」
の
「
殺
人
を
伴
わ
な
い
放
火
」

事
件
で
あ
る
。
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